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●親子花見乗船体験 始まって以来の花見天気で大成功 4 月 5 日(土) 

3 月の気温がかなり低かったので、桜の開花が遅れ取組の当日には

満開となりました。こんなに良い状態の日に実行できたのはこれま

でで初めてです。ボートを楽しまれた皆さんは川の中ほどに伸びた

桜の枝に接していかがでしたでしょうか。この日は遠方からの来客

やタイから日本に来られて 10 年ほど経過して参加したという親子

もご参加いただきました。また車いす生活をされている方も来て下

さり、ボートで花見を堪能されたとのことでした。この日は寒くも

なく暑くもなく良い天気でした。4人乗りのボート 2艘
そう

とカヌー5

艇を準備しました。そしてライフジャケットを 25 人分が用意でき

ました。ところがスタッフとして

皆さんのお世話の方にもライフジ

ャケットが必要なので 2艘と 5艇

がフル稼働すると次の番になっている方にライフジャケットが不

足となってしまいました。そのために待ち時間が発生するという

ことになり、次年度への課題がありまし

た。 

カヌーの操船は初心者ではなかなか難し

く大きなボートの運行に支障に成るとい

うこともしばしばありました。思うよう

に進めることができずに離合に時間がか

かりました。こういったことは初心者の

間では絶えず起こることで、皆さんがト

ラブルにならないように仲良く舟遊びを

楽しんでくださいました。また来年もぜ

ひお越しください。お待ちしています。 

 

この日のために多くの皆さんのご理解とご協力

を頂いて実行できたことをお伝えします。ここ

は以前天井川で屋根より高いところに水路(防賀

川・馬坂川・天津神川)があって、川の切り下げ

が行われて現在の川に作り替えられました。そ

の工事の時に桜が植えられました。天井川は西

の山に降った雨が低いところに溜まってしまう

ので、木津川に排水するために徐々に人工的に

高くされたといわれています。木津川の河床は

高く、増水の時は木津川から逆流してくるため、農地では苦労が続いていました。（内排水問題） 

 

天井川は大きな役割を果たしていました。しかし大雨が降った時には危険でした。切り下げが行

われ木津川の河口には神谷樋門や名松樋門に溜まってくる水をポンプアップして木津川へ排水す



 

 

る施設が作られています。この施設のおかげで近年水没する事故がかなり減少しています。みな

さんが何気なくポイと捨てたごみは排水機場に流れ着き、ここで排水機の能力が落ちてしまいま

す。それを知って皆さんはどう思われますか。 

私たち里山の会は馬坂川の河口付近で親子花見乗船体験を実行するためにごみ拾いを行っていま

すが、排水機の能力が維持されるためにも、そしてきれいな川でこそ気持ちのいい景色が楽しめ

るなどと考えて乗船体験を実行しています。楽しんでいただいた皆さんも少しの時間だけでも深

く考えて日頃の暮らしの中でご協力くださると取り組んでいる効果があったと思えます。 

 

●京都水族館から嬉しい連絡がありました。  

先日（3月 24 日）里山の会が見つけた「絶滅の恐れ

のある生き物とされている」ヤマトサンショウウオ

の卵嚢 2ペアうち一対を京都水族館にお譲りしまし

た。水族館では大切に飼育されて、無事に 132 個体

が孵化しましたと連絡が届きました。是非大きく成

長させていただきたいと思っています。 

里山の会では最初に卵嚢を見つけた時から成体を見

つけるまで 10 年かかりました。そして二番目の生

息地を昨年の春に見つけられました。万が一の事態が発生した時のために大変大きな喜びでし

た。昨年の秋ごろからの雨量は非常に厳しい状況が続いて、それぞれ二か所の生息地には 1月か

ら 2月にかけて水が干しあがってしまい産卵することができない状態が続いてきました。大変心

配して連日観察調査を行ってきましたが、今年は産卵されないのではないだろうかと懸念してい

ました。ところが 3月 13 日前の降雨があって一対の卵嚢が見つけられ 18 日にも二対目の卵嚢が

見つかりました。早速京都水族館に連絡して 24 日にお譲りしました。その後観察調査を行なって

いますが、新しい卵嚢は見つけることは 4月 8日にはできておらず、また水が干し上がりまし

た。これまで 48 対が最高の発見がありましたが今年は厳しい条件となっています。 

 

●春の野草を食する会 4 月 12 日（土）10 時～13 時ごろまでで開催します。 

暖かくなって過ごしやすくなってきま

した。厳しい冬を絶えた野草たちも元

気に新芽を出し始めました。近頃野菜

が大変値上がりしています。この頃旬

の野菜が無くなり冬にキュウリが食べ

られる時代になりました。しかし春と

いえば土筆と筍ではないでしょうか？生命あふれ

る野草をいただき元気を盛り上げましょう。 

参加人数に少し余裕がありますので至急お申し込

みください。 

一般 500 円(会員 400 円)、小学生以下は無料。 

 

京都水族館 
京都市にある水族館 

右の写真の植物の名前は 

ご存じですか？（答えは右下） 
 

左上：セリ 右上：よもぎ 左下：のびる 右下：タカノツメ 


